
第６部  津波対策 

第 1 章 津波対策の基本                           

津波防災体制の整備に係る諸事業及び津波注意報、津波警報又は大津波警報（以下「津波警報等」

という。）が発表された場合の体制等について、必要な事項を定めています。 

なお、海外等遠隔地を震源域とする地震により津波警報等が発表された場合にも、この計画を準用

します。 

 

第１節 津波の予測 

国の中央防災会議において、「今後、地震・津波の想定を行うにあたっては、あらゆる可能性を

考慮した最大クラスの巨大な地震・津波を検討していくべき」との考え方が示され、更に津波対策

を構築するにあたっては、減災レベルの津波、防護レベルの津波を想定することが基本とされまし

た。 

 

第２節 減災レベルの津波の想定 

本市における津波の想定は、平成23年度に神奈川県が設置した津波浸水想定検討部会で想定した

津波を用いることとします。 

このうち、津波避難対策の対象とする減災レベルの津波は、本市に最大の浸水域及び浸水深が予

測されている「慶長型地震」による津波とします。 

 

第３節 防護レベルの津波の想定 

東日本大震災以降、神奈川県が公表している津波浸水予測図によれば、慶長型地震以外の地震に

よる津波でも市域が浸水することが予測されており、県など関係自治体と協議を進め、防護レベル

の津波は、「元禄型関東地震」による津波の想定とします。 

 

第４節 津波による被害 

本市が減災レベルの津波として想定している「慶長型地震」による津波では、沿岸区を中心とし

て、津波による死者が595人、全壊建物が412 棟、半壊建物が26,600 棟、道路や鉄道も浸水の影響

を何らかの形で受ける区間が多数発生すると想定されています。 

１ 金沢区における津波浸水による建物被害想定 

（慶長型地震） 

 

 

 

２ 金沢区における津波浸水による人的被害想定 

（慶長型地震） 

 発生時間 津波影響人口 津波による死者数 

金沢区 

５時発生 11,317人 27人 

12 時発生 8,969人 22人 

18 時発生 8,724人 21人 

 

 全 壊 半 壊 

金沢区 21棟 6,932棟 
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第２章 災害予防等                                                                                                                         

１ 減災レベルの津波に対する災害予防対策 

(1) 津波避難場所・施設の指定 

浸水が予測されている区域から、安全な高台や建物におおむね10分以内に避難できるよ

う、地域と連携しながら、津波避難場所・津波避難施設の確保に努めます。 

(2) 情報伝達手段の整備 

津波警報等が発表された場合、避難対象区域周辺にいる住民や観光客等に迅速な周知を可

能とするため、防災スピーカー、防災情報Ｅメール、Ｙahoo！防災情報、緊急速報メール、

広報車など複合的な手段を用いた広報活動に努めます。 

【防災スピーカーは、「資料編別表11金沢区津波警報伝達システム設置場所一覧」を参照】 

(3) 防災意識の啓発 

「津波からの避難に関するガイドライン」や津波避難情報板、海抜標示などを活用し、防

災訓練、講演会等のあらゆる機会を捉えて、津波に関する正しい知識、防災意識の高揚、津

波対策の周知等を広報します。 

(4) 訓練 

平常時から、津波に対して早期かつ迅速に避難・退避できるよう、避難に適した経路や高

台、建物などを把握するための避難訓練などを、時間や季節など様々なケースを想定しなが

ら実施します。地域と連携した防災意識の高揚を図るとともに、市内外から沿岸部等に訪れ

る人への啓発も行います。 

 

２ 防護レベルの津波に対する災害予防対策 

防護レベルの津波に対しては、これまでの高潮対策の状況、河川や水路への津波の遡上に対

する検討等を踏まえ、港湾区域、漁港区域、河川区域それぞれにおいて、対策が必要な地区に

おける適切な防護手法を検討し、被害を防ぎます。 

 

３ 地域防災拠点の代替施設 

「慶長型地震」の津波の浸水域では、５か所の地域防災拠点が津波被害により使用できない

可能性があるため、代替施設を指定し、震災時の避難場所を確保します。 

避難対象区域の地域防災拠点 代 替 施 設 

六浦中学校 釜利谷中学校 

金沢小学校 金沢高校 

文庫小学校 金沢高校 

八景小学校 ３階以上に避難 

並木第一小学校 ３階以上に避難 
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第３章 災害応急対策等                         

第１節 津波警報等発表時の措置 

１ 津波警報等又は津波予報の発表 

(1) 気象庁は、津波による災害の発生が予想される場合に、地震が発生してから約３分

（※一部の地震については最速２分以内）を目標に津波警報等を発表します。 

 
 予想される津波の高さ 

避難行動 
発表する値 巨大地震の場合の表現 

大津波警報 

10ｍ 超 

巨大 

◆ 沿岸部や川沿いにいる人は、直ちに高

台や避難ビルに避難してください。 

◆ 津波は繰り返し襲ってくるので、津波

警報が解除されるまで安全な場所から離れ

ないでください。   

10ｍ 

５ｍ 

津波警報 ３ｍ 高い 

津波注意報 １ｍ （表記しない） 

◆ 海の中にいる人は直ちに海から上が 

って海岸から離れてください。 

◆津波注意報が解除されるまで海に入った

り海岸に近づいたりしないでください。 

 

(2) 津波予報区 

本市の沿岸部が属する津波予報区は、東京湾内湾で次の範囲となっております。 

千葉県(富津岬西端以北の東京湾沿岸に限る。） 

東京都(特別区に限る。) 

神奈川県(観音崎東端以北の東京湾沿岸に限る。) 

 

２ 防災体制 

(1) 災害対策本部等の設置 

地震の発生等により災害対策本部が設置されている場合は、その体制とし、災害対策本部

を設置するに至らない場合（市域に地震による揺れがなかった場合等）は、次の体制としま

す。 

津波予報の種別 市 区 

津波注意報が発表されたとき（東京湾内

湾） 

市災害対策警戒本部 区災害対策警戒本部 

津波警報が発表されたとき（東京湾内湾） 市災害対策本部 区災害対策本部 

大津波警報が発表されたとき（東京湾内

湾） 

(2) 災害対策本部等の廃止 

ア 津波警報等の解除が発表されたとき 

イ  津波による被害の応急対策が概ね完了したとき 

(3) 警戒本部の構成区局及び配備体制 

津波注意報に伴う警戒本部の構成区局は、原則として次のとおりとします。 
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局 政策局、総務局、環境創造局、港湾局、消防局、道路局 

区 鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区、保土ケ谷区、磯子区、金沢区 

 

３ 津波警報又は大津波警報発表時の初動体制 

(1) 市内に震度５強以上の地震が発生し、かつ、津波予報区「東京湾内湾」に津波警報又は大津

波警報が発表された場合 

動員対象者はあらかじめ定められた動員先に動員するものとします。ただし、津波が到達

し、庁舎等が津波の浸水区域内に所在する場合は、代替施設に動員するものとします。また、

津波が到達し、地域防災拠点が津波の浸水区域に所在する場合は、当該区災害対策本部に動

員するものとします。 

(2) 市内に震度５強以上の地震は発生していないが、津波予報区「東京湾内湾」に津波警報又は

大津波警報が発表された場合 

次のとおり動員するものとします。ただし、津波が到達し、庁舎等が津波の浸水区域内に

所在する場合は、代替施設に動員するものとします。 

ア 区職員 所属する職場 

イ 局職員 

所属動員 ・所属する職場 

所属局内動員 
・勤務時間内は、所属する職場 

・勤務時間外は、環境創造局及び資源循環局の各区事務所等 

所属外動員 

区本部動員 
・関係８区に指定されている職員は、当該区災害対策本部 

・関係８区以外の区に指定されている職員は、所属する職場 

拠点動員 
・関係８区の地域防災拠点に指定されている職員は、当該区災害対策本部 

・関係８区以外の区の地域防災拠点に指定されている職員は、所属する職場 

市本部動員 ・市災害対策本部（本部運営チーム） 

 

４ 津波警報等及び津波予報の収集、伝達 

危機管理室より津波警報等及び横浜地方気象台の発表する地震・津波情報等の伝達を受けた

ときは、構内放送、広報車等を活用し、区民に対して迅速かつ確実に伝達を行います。なお、

金沢区内には、津波警報や避難情報を広報する「津波警報伝達システム」が16箇所設置されて

います。 
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＜津波警報等の解説文と標識＞ 

種類 解説 

発表され

る 

津波の高

さ 

鐘音 サイレン音 

津波 

注意報 

海の中や海岸付近は危険です。 

海の中にいる人はただちに海か

ら上がって、海岸から離れてく

ださい。 

潮の流れが速い状態が続きます

ので、注意報が解除されるまで

海に入ったり海岸に近づいたり

しないようにしてください。 

１ｍ 
●―●―● ●―● 

（３点と２点との斑打） 

 

（約10秒） 

 

○     ○ 

 

（約２秒）         

津波 

警報 

津波による被害が発生します。 

沿岸部や川沿いにいる人はただ

ちに高台や避難ビルなど安全な

場所へ避難してください。 

津波は繰り返し襲ってきます。

警報が解除されるまで安全な場

所から離れないでください。 

３m 
●―● ●―● ●―● 

（２点） 

 

（約５秒） 

 

○     ○ 

 

（約６秒） 

大津波 

警報 

大きな津波が襲い甚大な被害が

発生します。 

沿岸部や川沿いにいる人はただ

ちに高台や避難ビルなど安全な

場所へ避難してください。 

津波は繰り返し襲ってきます。

警報が解除されるまで安全な場

所から離れないでください。 

５ｍ 

10ｍ 

10ｍ超 

●――●――●――● 

（連点） 

 

（約３秒） 

 

○     ○ 

       

（約２秒） 

   （短声連点） 

津波 

注意報 

解除 

津波の心配はなくなりました。 

 

● ●  ●―● 

（１点２個と２点との斑

打） 

（約10秒） 

     （約１分） 

 

○     ○ 

        

   （約３秒）        

津波 

警報 

解除 

津波の危険はなくなりました。 

大津波

警報 

解除 

津波の危険はなくなりました。 
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第２節 避難対策等 

１  避難指示 

原則として、津波警報又は大津波警報が発表された場合は避難指示を発令することとします。 

避難指示は、防災スピーカー、Ｌアラート、防災情報Ｅメール、Yahoo！防災情報、緊急速報

メール、サイレン、広報車、ヘリコプター、報道機関への発表、地域への連絡などあらゆる手

段を活用して、伝達します。 

 

２ 避難対象地域 

避難対象地域は、神奈川県が想定した「慶長型地震」の津波による浸水予測区域と、更に河

川遡上による影響を詳細に把握するため、本市が実施した検証において浸水の可能性があると

した区域を合わせた地域とします。 

【避難対象区域が含まれる町丁一覧】 

金沢区 

海の公園 

大川 

乙舳町 

金沢町 

釜利谷東一･二･六丁目 

幸浦一・二丁目 

寺前一・二丁目 

柴町 

昭和町 

白帆 

洲崎町 

瀬戸 

大道一･二丁目 

泥亀一･二丁目 

富岡東一･二・四･六丁目 

鳥浜町 

並木一･二丁目 

野島町 

八景島 

平潟町 

福浦一～三丁目 

町屋町 

六浦一～五丁目 

六浦東一･二丁目 

六浦南一丁目 

谷津町 

柳町 

 

３ 津波避難場所 

(1) 津波避難の基本 

地震による大きな揺れを感じたり、津波警報などの情報を得たときは、区民自らが、直ち

に避難することを判断し、海抜５ｍ以上の高台又は鉄筋コンクリート若しくは鉄骨鉄筋コン

クリート造の頑丈な建物の３階以上を目安に避難することとします。 

(2) 公共施設及び民間施設の津波避難施設への避難 

避難施設に指定、又は避難施設として使用する協定を締結している公共施設及び民間施設

に避難します。 
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